
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

麻酔科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
麻酔科学は、急性期医療の中核を成す複合的な診療内容が特徴です。急性期医療の中で安全で安心な手

術・麻酔を提供するためには、施設のリソースを最大限に有効活用することが必要であり、大森病院で

は麻酔科が中心となって『周術期センター』が創設されました。麻酔科の後期研修の場として『周術期

センター』の活動を基に、手術前の評価・管理から手術後の全身管理に至る全体像を十分に把握するこ

とが研修のゴールになります。また、専門医制度がもっとも高度に整備されていることも麻酔科の特徴

です。厚生労働省に認可される唯一の専門医である“麻酔科標榜医”、日本麻酔科学会がエントリーレベ

ルの能力を認定する“認定医”、専門的な知識と技術を総合的に評価・認定する“専門医”、そして“認定医”
や“専門医”を教育する能力を評価・認定する“指導医”、大森病院麻酔科はこうした専門医制度を全て網

羅し、“日本麻酔科学会認定専門医”の取得が後期研修のゴールとなります。さらに、発展的に“集中治療

専門医”や“ペインクリニック専門医”を取得する認定施設でもあり、より高度な専門性も身に着けること

ができます。 
 
研修カリキュラム 
１年目～２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院・麻酔科 
研修期間 
2 年間 
習得内容 
指導医の下、麻酔管理に必要な基本的知識と技術の習得を行う。また、症例報告や簡単な臨床研究の成

果を学会発表や論文のかたちで発表することから、研究する姿勢を学びます。 
手術内容は多岐にわたり、基礎疾患も全ての診療科に関連するため、臨床経験を徹底するとともに、基

礎学力を身につけることがゴールとなります。 
標榜医ならびに認定医を取得します。 
 
３～４年目  
病院名・診療科 
１．東邦大学医療センター大森病院・麻酔科 
２．教育関連施設 
研修期間 
2 年間 
習得内容 
麻酔科診療のサブ・スペシャルティとしての、特殊外科の麻酔管理を習得する。また、『周術期センタ



ー』の診療に積極的に参加することで、麻酔管理のみならず、周術期管理全般を学ぶ。その発展的な専

門性としての集中治療やペインクリニックについて初歩的な研修を行う。 
日本麻酔科学会認定専門医の認定試験の準備を行う。  
 
５年目以降  
病院名・診療科 
１．東邦大学医療センター大森病院・麻酔科 
２．教育関連施設 
研修期間 
～2 年間 
習得内容 
日本麻酔科学会認定専門医を取得する。 
同時に、専門性を高めるための研究を積極的に行う時期でもあり、教育関連施設ならびに海外の研修施

設への出向が可能です。  
 
専門医の取得 

 
週間予定 
月曜日～金曜日： 
A. 手術室業務： 
医療センター大森病院では、月曜日～土曜日に予定手術が行われます。 
この 6 日間は曜日ごとに特定の診療科が手術を行いますが、麻酔科のサブ・スペシャルティ（心臓血管

麻酔、呼吸器外科麻酔、脳神経麻酔、小児麻酔、産科麻酔、臓器移植麻酔など）に関連する全ての診療

科が含まれます。 
基本的に中央手術部は 8 時～17 時が稼働時間で、7 時 40 分から当日の全症例の術前カンファレンスを

行います。後期研修医は、術前外来で立てられた麻酔計画を基に術前ラウンドを行い、麻酔計画の最終

チェックを受けた上で術前カンファレンスに臨みます。 麻酔管理を担当する症例については、指導医

の指導の下、麻酔管理を行います。さらに、当院は救急症例が豊富で手術件数の 20％以上を占めます。

様々な緊急手術について学ぶことが可能です。 
B. 外来業務： 
麻酔科外来での術前外来は、予定手術全症例の診察・評価・麻酔計画の立案・説明・承諾書の発行など

を行うため、もっとも重要な業務の一つです。後期研修 2 年目より外来診療に参加し、指導医とともに

全身状態の評価を学びます。午前 9 時～午後 3 時。 
また、午後には術後外来があり、様々な周術期の問題に対応しています。 
C. APS: acute pain service： 
当麻酔科では、経口薬あるいは座薬でコントロールのできない術後痛について acute pain service を提

供しています。年間 4000 例が該当しますが、その鎮痛効果を全身状態との関連で評価するのが術後ラ

ウンドです。指導医と共に術後 24 時間に病棟を回診します。 
さらには、『周術期センター』のメンバーとともに、鎮痛効果に併せて鎮痛薬・方法の微調整を行いま

す。 



D. RST: 呼吸ケアチーム： 
2010 年に創設された診療チームで、病院内の人工呼吸管理を受けている患者管理を専門とした組織で

す。看護師、歯科口腔外科医、理学療法士、医療事務といった多職種による総合的な診療を提供するこ

とで早期離脱をゴールとしています。このチームに参加することで、最新の人工呼吸管理の方法につい

て学びます。  
E. その他： 
麻酔関連薬剤ならびに医療機器の進歩は早く、常に新しい薬剤や機器が臨床に導入されています。そう

した勉強会を土曜日のカンファレンスに加えて不定期ではありますが週日の予定手術終了後に行いま

す。  
土曜日： 
予定手術の担当者以外は、1 週間の全症例のレビューを行い、必要に応じて回診を行います。 
術前外来、予定手術  
 
教育関連病院・施設 
国立成育医療センター 
東京都立小児総合医療センター 
済生会横浜市東部病院 
東邦大学医療センター大橋病院 
 
コースの実績 
日本麻酔科学会認定指導医：      6 名 
日本麻酔科学会認定専門医：     14 名 
日本麻酔科学会認定医：        5 名 
日本集中治療医学会専門医：      3 名 
日本ペインクリニック学会専門医：   2 名 
 
コースの指導状況 
当院の麻酔科は、上記指導医・専門医に加えて、教育関連施設から 12 名の指導医・専門医が診療に参

加しています。後期研修医は、こうした認定指導医・専門医と一対となった研修を行うことが本研修コ

ースの特徴となっています。現在、7 名の大学院生が在籍していますが、臨床研究を中心に後期研修医

も研究の方法等につき早期から学習することが可能です。 
さらに、当科で行っている NPO 活動（呼吸管理運営機構）にも参加することで社会性を高めることが

可能です。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学病院の機能の一つに学位の取得があります。その手段としての大学院への入学がありますが、現在

は 7 名の大学院生が研究にいそしんでいます。 
また、海外留学も希望者には積極的に勧めています。 
 
 



評価及び修了認定 
指導医が研修達成度について定期的に会合を持ち、評価します。 
後期研修の最終ゴールが日本麻酔科学会認定専門医あるいは集中治療専門医ならびにペインクリニッ

ク認定医ですので、各人の将来性を加味して資格を取得できるよう指導を行います。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本麻酔科学会 

資格名 認定医、専門医、指導医 

資格要件 
認定医：2 年以上の麻酔科専従：症例数の規定あり 
専門医：5 年以上の麻酔科専従：筆記・口頭・実技試験 
指導医：指導機関にての麻酔科専従：指導歴についての評価 

専門資格の概要 

認定医は、麻酔科医として診療に専従し、専門医へのエントリーレベルにあることを認定 
専門医は、専門医としての知識と技術を多面的に評価するシステム 
指導医は、指導施設における指導実績を基に認定するシステム 

 

学会等名 日本集中治療医学会 

資格名 専門医 

資格要件 5 年以上の集中治療領域での診療実績（麻酔科を含む） 

専門資格の概要 

集中治療医学について、診療実績のある者を対象に知識レベルを認定するシステム 

 

学会等名 日本ペインクリニック学会 

資格名 専門医 

資格要件 5 年以上の診療実績 

専門資格の概要 

ペインクリニックは、acute pain service、慢性痛管理、癌性疼痛管理に大別されるが、診療実績のある

者を対象に、知識レベルの認定を行うシステム 

 

学会等名 日本呼吸療法医学会 

資格名 専門医 

資格要件 3 年以上の診療実績 

専門資格の概要 

呼吸不全の治療には、人工呼吸器を用いる呼吸管理の方法と体外循環（ECMO） を用いる方法に大別

されます。本学会は、こうした侵襲的呼吸管理を専門に扱う唯一の組織です。本大森病院も認定施設で



あり、RST の活動と共に専門医の取得が可能となります。 

 
 


